
 

 

 
 

 

 

OPE-MAN/KK6-3/9912    

セイワ シーリング材、コーキング材用撹拌機 

 
取扱説明書  
型 式 ＫＫ－６Ｎ 

 

  

 

 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよく読み正しく 
お使いください。誤った取り扱いは機械の故障や 
大変な事故につながります。 
機械を操作する前にいつでも見られるように大切 
に保管してください。 



 

 

この度は    「 」をご選定いただきまして

厚くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

●当機のご使用に際しては、この取扱説明書を熟読していただき、安全にご使用ください。 

●品質、性能向上または安全上、部品の変更を行う事がありますが、その際は本書の内容と一

部異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

●不明な点やお気付きのことがございましたら、お買いあげ店、最寄りの弊社営業所にお問い

合わせください。 

●文中の記号について 
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適切な事前注意をとらないと が大きいことを示します。 

適切な事前注意をとらないと があることを示します。 

適切な事前注意をとらないと があることを

示します。 

製品の使用上の留意点や参考となる事柄を示します。 

危険 

警告 

注意 

留意



 

1 

 

 

 

 

 

１使用上の注意(安全にご使用いただくために)          

 

●運転中は本機に手や体を決して触れないでください。巻き込まれる恐れがあります。 

 
●シーリング材、コーキング材の種類によっては、皮膚に付着したり蒸発したガスを吸い込むと有害
な物があります。十分な換気を行ってください。 

 
●関係者以外やお子様は近づけないでください。誤った操作やいたずらにより思わぬ事故を招きます。 

 

●本機を撹拌以外の目的で使用しないでください。 
 
●運転を終了する際には必ず電源を切ってください。 
 
●雨、濡れた場所、蒸気など湿気の多い場所での保管、使用はしないでください。感電事故、サビ付
きにつながります 

 
●直射日光の当たる場所やモーターの冷却風をさえぎる場所での使用はしないでください。モーター
損傷の原因になります。 

 
●本機は安定した場所で使用してください。運転中倒れると本機が動きまわり危険です。 
 
●本機は非防爆構造です。引火性爆発性ガス、腐食性ガスのある場所では使用しないでください。火
災や爆発事故につながり危険です。 

 
●本機の上に重い物を乗せたり、人が乗るような事は絶対にしないでください。 

 

●缶はホルダーでしっかり固定し必ずキャッチクリップでロックさせてください。また、サイズの合

わない缶は使用しないでください。 

 

●本機を安全かつ快適に使って頂くため、定期的に保守、点検は必ず行ってください。 

 

●電源は交流１００Ｖ５０／６０Ｈｚを使用してください。 

安全のために 

 警 告 

 注 意 

 運転操作に関する注意 
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２仕様諸元表                         

型 式 ＫＫ－６Ｎ 

電 源(V) ＡＣ１００ ５０/６０Ｈｚ 

モーター(W) ＡＣ ９０ 

適応缶径(φ) ２１７ 

容器回転数(rpm) ５０Ｈｚ／３５ ６０Ｈｚ／４３ 

寸法 L×W×H(㎜) ３１０×２５０×３３０ 

重量(kg) １１．５ 

タイマー(分) １５ 

３各部名称・機能及び、基本操作                
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４作業操作手順                        

４－１ 準備 
①ホルダーを開きます。 
②材料を用意し、缶をターンテーブルの上に乗せます。 
③ホルダーをしっかりと閉め、缶を固定しロックします。 

 

 

 

 

 

④電源プラグをコンセント(AC 100V)に差し込みます。 
 缶の大きさに合わせてつまみを調整してください。 
⑤硬化剤などを入れ、パドルを缶の底に付くまで入れます。 
 しっかり入れないとかくはん不良の原因になります。 

 

 

 

 

４－２ 作業開始 
①正逆転スイッチを確認します。 
 スイッチ上－正転のみ(左回転) 
 スイッチ下－正転・逆転の繰り返し 
②タイマーをセットし、電源スイッチを[ＯＮ]にします。 
③タイマーをセットした時間だけ撹拌され、自動停止します。 
 正・逆転スイッチを下にした場合 

30 秒(正転)－4秒(休止)－30 秒(逆転)を繰り返します。 

 

 

 

 

 

 

 

４－３ 終了・洗浄 

①撹拌が終了したら、電源を切り、パドルを外してから缶を 
 ホルダーより外してください。 
②パドルの洗浄はきれいに行ってください。(ゴム部は長時 
 間シンナーにつけないでください。) 
③ホルダーについた材料もきれいに拭き取ってください。 

 
 

 
 

 

 

 

 
●一度ロックした後、缶の緩みなどを確認してもう一度 
しっかりとロックしてください。 

●缶を乗せる際は、テーブルにそっと置くようにしてくだ
さい。 

 注 意 

 
●容器をセットせず、パドルのみを取り付けて運転しない
でください。ホルダーが破損します。 

 注 意 

 
●撹拌中に材料など継ぎ足さないでください。 

 
●付属のパドル(4用・6用)は、3・4・6でも使用可能

ですが、4用パドルで撹拌不良がおきやすい材料には、
6用パドルをご使用ください。 

 留 意 

 注 意 

 
●洗浄した後は、大切に保管してください。 
●定期的にホルダー部を分解し、グリスＵＰしますと機
械の寿命も延び、作業性も向上します。 

●パドルを長期使用しない場合、オイルなどを塗ってお
いてください。サビ付き防止になります。また、ご使
用の際にはオイルをきれいに落としてからご使用くだ
さい。 

 留 意 
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・

５配線                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６トラブル対策                        

        故障はできるだけ早期に発見して適切な対策を取ることが大切です。 

        次の表を参考に処置して下さい。修理不能な場合は弊社営業所、又は 

        お買い上げ販売店までご連絡下さい。 

現  象 原  因 対  策 

モーターが回らない 

 

 

 

ブレーカーが上がる 

(スイッチが切れる) 

●電源プラグの差し忘れ 

●コンデンサーの故障 

●モーター故障 

●タイマー故障 

●電圧が低い 

●材料の粘度が高すぎる 

●電源プラグを差し込む 

●修理・交換 

●修理・交換 

●修理・交換 

●電圧を上げる 

●粘度を下げる 

ホルダーがスライドしない ●グリス不足 

●破損・変形 

●グリスＵＰする 

●交換 

撹拌中缶の側面の材料が残る ●羽の差込み不良 

●溝ゴムの摩耗・破損 

●羽の破損 

●しっかり入れる 

●交換 

●交換 



 

 

 

 

 

 
 

かくはん君の運転開始前に必ず下記空欄に必要なことがらを 

記入してください。点検の時に大変役に立ちます。 

項  目 ご 記 入 欄 

型  式 KK-6N ご使用開始年月日  

製 造 番 号  

ご購入年月日  
ご 購 入 先 

TEL       (       ) 


